
先
天
道
嶺
南
道
娠
の
展
開

ー
ー
そ
の
理
念
と
捨
い
手
を
中
心
に
|
|

は

じ

め

に

従
来
の
中
園
道
教
史
に
お
い
て
は
、
近
代
の
道
教
は
ほ
と
ん
ど
省

み
ら
れ
な
い
か
、
も
し
く
は
、
統
治
者
の
政
治
経
済
的
庇
護
を
失

っ
て
凋
落
の
道
を
辿
る
一
方
、
民
関
で
は
通
俗
化
が
進
む
と
い
う
、

「
衰
退
と
世
俗
化
」
と
い
う
キ
イ
・
ワ

I
ド
で
表
現
さ
れ
る
と
と
が

多
カミ
つ

7こ

だ
i:!' 

九
0 
年
代
以
降
牽
湾
や
中
園
大
陸
で
相
":f;( 
L、
で

出
版
さ
れ
た
中
園
道
教
の
、
通
史
や
地
方
道
教
の
概
論
は
、
近
代
時
期

の
道
教
界
に
胎
動
し
つ
つ
あ
っ
た
新
し
い
動
き
に
も
光
を
投
げ
か
け

て
い
る
。
た
と
え
ば
卿
希
泰
主
編
『
中
園
道
教
史
』
第
四
谷
は
、
全

般
的
な
流
れ
と
し
て
は
、
「
衰
退
と
世
俗
化
」

の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲

1¥ 

士
山

市

子

賀

し
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
著
し
い
経
済
設
展
を
遂
げ
た
一
部
の

都
市
や
沿
海
地
域
に
お
い
て
は
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
た
と
し
て
、

北
京
や
そ
の
他
の
地
域
で
相
衣
い
で
輿
っ
た
道
教
舎
設
立
の
動
き

や
、
陳
撲
寧
な
ど
西
洋
近
代
思
想
を
意
識
し
た
近
代
の
道
教
皐
者
に

よ
る
道
教
教
義
の
謹
系
化
、
理
論
化
に
つ
い
て
詳
し
く
取
り
上
げ
て

い
る
(
卿
希
泰
主
編
ニ
二
二
二
二
二
、
二
八
O
l一
ニ
=
一
六
、
三
七
五
l

四
四
四
〉
。
こ
う
し
た
記
述
は
、
併
数
界
に
お
け
る
併
数
改
革
運
動
や

居
士
林
の
隆
盛
と
問
様
、
一
般
に
奮
弊
と
見
ら
れ
が
ち
な
道
教
界
に

も
、
近
代
宗
教
と
し
て
の
道
教
の
確
立
を
模
索
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
改

革
や
組
織
化
の
動
き
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
新
し

い
動
き
を
捻
っ
た
の
が
主
に
知
識
人
の
在
家
道
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と



を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

れ

ユ童
数守
品」

扶れ
驚ま
結で

i正賓
の硲
信で
Aln --， 

平達
活 EF

脅ぁ
る
っし、

主民
研道
究堂
し」

てと
き呼
k:. ii 

(
士
山
寅
一
九
九
九
〉
。
現
在
は
庚
東
省
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
虞
げ

A 。

年
代
以
降
の
道
観
復
興
に
関
す
る
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
清
末

か
ら
民
図
期
に
か
け
て
の
康
東
道
数
に
関
す
る
資
料
の
牧
集
を
行
っ

て
い
る
(
志
賀
ニ
O
O
一)
O

清
末
、
庚
東
の
既
存
道
観
の
多
く
は
主

朝
の
庇
護
を
失
っ
て
荒
廃
し
た
り
、
財
政
難
か
ら
道
教
法
事
を
請
け

負
っ
た
り
と
い
っ
た
朕
況
が
見
ら
れ
r
M
F、
一
方
で
羅
浮
山
の
監
修

磁
の
よ
う
に
、
多
く
の
在
家
道
教
徒
が
修
養
を
目
的
と
し
て
長
期
滞

在
し
、
清
末
に
は
富
裕
層
の
高
級
修
養
・
隠
遁
施
設
と
し
て
活
気
を

(
2〉

呈
し
て
い
た
道
観
も
あ
る
。
ま
た
康
東
各
地
で
は
、
地
域
エ
リ
ー
ト

屠
が
中
心
と
な
っ
て
、
新
し
い
道
教
系
慈
善
結
祉
を
組
織
し
て
い
く

動
き
も
起
こ
っ
て
い
た
。

近
代
庚
東
に
お
い
て
新
し
く
勃
興
し
て
き
た
道
教
勢
力
は
、
大
き

く
「
呂
租
道
壇
ハ
全
員
数
〉
系
」
と
「
先
天
道
系
」

の
二
つ
に
分
け

こ
こ
で
「
呂
租
道
壇
(
全
員
数
〉
系
」
と
呼
ぶ
の
は
、

者
が
以
前
に
取
り
上
げ
た
、
呂
租
を
租
師
と
し
て
道
教
を
擦
携
す
る

ら
れ
る
。

先
天
道
嶺
南
道
振
の
展
開

扶
驚
結
祉
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
道
教
系
結
社
は
、

一
般
に

は
、
そ
の
立
地
や
形
態
、
活
動
内
容
、
メ
ン
バ
ー
構
成
な
ど
に
よ
っ

て
「
仙
館
(
観
)
」
、
「
道
堂
(
道
壇
〉
」
、
「
驚
堂
」
「
善
社
」
「
傍
堂
」

な
ど
と
遺
稿
さ
れ
白
山
近
代
庚
東
地
域
に
勃
興
し
て
く
る
道
教
系
結

社
に
共
遁
す
る
特
徴
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
衣
の
三
貼
が
指
摘
で

第
一
に
呂
租
道
壇
(
全
員
数
)
系
、
先
天
道
系
を
関
わ
ず
、

三
数
合
一
の
立
場
で
自
己
修
養
と
他
者
救
済
を
使
命
と
す
る
宗
教
慈

善
結
社
で
あ
り
、
多
く
の
結
枇
で
紳
託
を
得
る
手
段
と
し
て
扶
乱
を

行
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
主
た
る
捨
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
出
家
道

』ぎヲ
Q

。

土
や
職
業
道
士
な
ど
の
宗
教
専
門
職
で
は
な
く
、
文
人
や
一
商
人
と
い

っ
た
在
俗
の
地
域
エ
リ
ー
ト
層
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
庚
東
省
か
ら

香
港
、
抽
出
門
、
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
し
、
相
互
に
緊
密
な
ネ
ヅ
ト
ワ

l
p
を
形
成
し
て
い
た
。

清
末
の
康
東
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
新
興
の
宗
教
慈
善
結
社
が
勃

興
し
て
い
く
背
景
に
は
、
海
外
移
民
の
増
加
に
よ
る
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
庚
が
り
、
紳
一
商
一
や
揖
開
園
華
僑
な
ど
新
し
い
富
裕
層
の
蓋
頭
と

筆

い
っ
た
現
象
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

既
存
の
遁
観
と
そ
こ
に
所
属
す
る
道
土
に
親
貼
を
固
定
す
る
限
り
、

九



先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

近
代
庚
東
道
教
の
情
況
は
衰
、
迭
と
し
か
映
ら
な
い
が
、
よ
り
康
い
視

野
に
立
っ
て
、
在
家
道
教
徒
た
ち
が
寅
践
す
る
道
教
活
動
に
目
を
向

け
て
み
れ
ば
、
逆
に
近
代
庚
東
と
い
う
時
代
と
地
域
だ
か
ら
こ
そ
生

じ
え
た
近
代
道
教
の
新
し
い
潮
流
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
近
代
康
東
地
域

に
勃
興
し
て
き
た
道
数
系
結
祉
の
中
で
も
、
先
天
道
系
の
結
社
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
い
。
後
で
詳
し
〈
述
べ
る
よ
う
に
、
先
天
道
は
十

九
世
紀
半
ば
慶
東
に
入
っ
て
以
来
、
数
十
年
の
閲
に
急
激
な
勢
い
で

庚
東
全
域
の
み
な
ら
ず
呑
港
、
南
洋
へ
と
旗
大
し
た
。
先
天
道
系
結

祉
の
念
速
か
つ
康
範
酉
に
わ
た
る
撲
大
現
象
は
、
筆
者
が
以
前
取
り

上
げ
た
呂
租
道
壇
の
隆
盛
と
と
も
に
、
近
代
庚
東
道
教
を
特
徴
づ
け

る
重
要
な
要
素
の
一
っ
と
一
言
っ
て
い
い
。

先
天
道
(
先
天
大
道
)
は
、

羅
教
の
影
響
を
受
け
て
、

乾
隆
年
開

江
西
に
生
ま
れ
た
無
策
金
丹
遁
及
び
主
円
蓮
教
の
流
れ
を
汲
む
宗
教
教

波
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
明
清
民
衆
宗
教
結
社
研
究
の
分
野

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
羅
教
か
ら

先
天
道
に
至
る
ま
で
の
教
義
を
分
析
し
た
浅
井
紀
氏
の
研
究
(
浅
井

-
九
九
O
)
や、

武
内
房
司
氏
の
清
代
主
円
蓮
数
系
結
社
に
関
す
る

。

連
の
研
究
が
あ
る
。
武
内
氏
は
、
清
代
青
蓮
教
の
救
済
思
想
に
つ
い

て
分
析
す
る
と
と
も
に
、
道
光
教
案
以
後
分
裂
し
、

い
く
つ
も
の
分

汲
を
輩
出
し
た
青
蓮
教
の
そ
の
後
の
流
れ
を
辿
り
、
長
江
流
域
に
康

ま
っ
た
劉
儀
順
の
一
波
ゃ
、
西
南
地
区
を
中
心
に
設
展
し
た
鋳
根

門
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
(
武
内
一
九
九
二
、
一
九
九
四
、
一
九
九

八)。他
方
、
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
先
天
道
は
、
先
天
道
の
結
一
世
の

一
形
態
で
あ
る
「
驚
堂
」
に
居
住
す
る
女
性
信
徒
の
多
く
が
「
自
硫

女」

l
「
硫
起
不
嫁
」
(
結
婚
拒
否
)
と
い
う
生
き
方
を
選
ん
だ
女
性

た
ち
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
女
性
史
の
分
野
や
華
南
地
域
の
文
化

人
類
撃
的
、
社
舎
皐
的
研
究
の
中
で
、
早
く
か
ら
言
及
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
先
駆
的
研
究
者
で
あ
る

M
・
ト
プ
レ
イ
は
、

一
九
五

0
年
代
、

女シ
のン
祉ガ
曾ポ
経 l
済ノレ

史で
的先
背天
景道
-'t' iこ
粛属
零す
ー}る

醤霊
的且
J備の

龍望
先空
天汀
道 l'
の
道
統
自
流

や
組
織
に
つ
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
残
し
て
い
る
(
↓
。
回
目
a
H
S
Y

H

申
叶
∞
〉
。
ま
た
人
類
撃
者
A
・サ

γ
ヵ
ー
は
、

一
九
七

0
年
代
に
香
港

に
お
い
て
先
天
道
系
及
び
併
数
系
の
斎
堂
に
お
い
て
調
査
を
行
い
、

斎
堂
の
祉
舎
的
機
能
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
(
印

E
r日
出
斗
白
〉
。



こ
の
他
、
香
港
の
枇
舎
人
類
皐
者
曹
玄
思
は
先
天
道
の
運
管
す
る
老

人
ホ

I
ム
で
暮
ら
す
女
性
信
徒
た
ち
の
中
か
ら
、
自
続
女
と
し
て
生

き
た
七
人
の
女
性
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
(
曹
玄
思

九
九
四
)
。

こ
う
し
た
文
化
人
類
撃
的
、
社
曾
撃
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
先
天

道
の
粛
堂
研
究
は
、
宗
教
結
祉
を
取
り
締
ま
る
官
憲
側
の
文
献
資
料

に
頼
り
が
ち
な
歴
史
撃
の
宗
教
結
枇
研
究
に
比
べ
、
信
徒
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
参
輿
観
察
に
よ
り
、
市
周
堂
の
寅
態
や
信
徒
の
ラ
イ
フ
ヒ

ス
ト
リ
ー
を
詳
細
か
つ
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い
る
黙
に
強
み
が

あ
る
。
ま
た
現
在
ど
こ
の
斎
堂
で
も
、
信
徒
の
高
齢
化
の
た
め
に
聞

き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
が
年
々
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
朕
か
ら
見

て
、
斎
堂
が
盛
ん
で
あ
っ
た
一
九
五

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
の
獄
況

を
停
え
る
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
既
に
歴
史
的
な
債
値
を
持
っ
て
い
る

と
も
言
え
る
。

だ
が
、
清
堂
の
文
化
人
類
撃
的
、
社
曾
事
的
研
究
に
共
遇
す
る
弱

黙
と
は
、
個
々
の
祷
堂
の
活
動
や
運
鋒
形
態
に
つ
い
て
は
詳
し
い

が
、
そ
れ
ら
の
粛
堂
が
属
す
る
先
天
道
と
い
う
宗
教
教
波
を
僻
敵
的

に
と
ら
え
る
祝
黙
が
乏
し
い
貼
で
あ
る
。
ま
た
女
性
信
徒
に
焦
黙
を

先
天
道
嶺
南
道
振
の
展
開

あ
て
て
い
る
た
め
、

男
性
信
徒
の
果
た
し
た
役
割
が
あ
ま
り
見
え

て
こ
な
い
。
確
か
に
先
天
道
の
驚
堂
は
、
女
性
信
徒
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
、
運
倍
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
先
天
道
が
康
束
、
香

港
、
南
洋
へ
念
速
に
撲
大
し
て
い
く
背
景
に
は
、
各
地
の
道
堂
を
行

き
来
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
任
意
圏
鐙
の
名
春
職
を
乗
任
し
て
い
た
男
性

指
導
者
の
、
人
脈
を
最
大
限
に
生
か
し
た
精
力
的
な
布
教
活
動
が
、

大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

L、
本
稿
で
は
ま
ず
、
庚
東
の
先
天
道
|
す
な
わ
ち
「
先
天
道
嶺
南
道

汲
」
の
道
賑
を
辿
り
、
先
天
道
が
庚
東
か
ら
呑
港
、
南
洋
へ
と
携
大

し
て
い
く
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
に
お
い
て

特
に
重
要
な
役
割
却
を
果
た
し
た
い
く
つ
か
の
結
社
に
注
目
し
、
文
献

資
料
と
筆
者
が
庚
東
・
呑
港
で
行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と

に
、
そ
の
捻
い
手
、
活
動
、
思
想
等
を
、
男
性
と
女
性
雨
方
の
側
か

ら
出
来
る
限
り
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

庚
東
へ
の
俸
播
と
擦
大

清
代
中
期
、

貴
州
、

雲
南
、

四
川
を
中
心
に
援
大
し
た
主
円
蓮
教
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先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

は
、
道
光
年
関
に
二
度
の
大
揮
匿
を
被
っ
た
後
分
裂
し
、
各
地
に
潜

伏
し
て
多
く
の
分
波
を
輩
出
し
た
。
そ
の
宗
教
停
統
は
各
地
で
脈
々

と
受
け
縫
が
れ
、
や
が
て
清
末
か
ら
民
園
初
期
に
か
け
て
、
先
天

道
、
同
善
社
、
瞬
間
根
門
、
一
貫
道
な
ど
の
新
興
宗
教
教
汲
を
生
み
出

し
た
(
噛
筒
井
一
九
九
O
n
=
一
八
三
三
九
一
)
。

庚
東
に
先
天
道
が
俸
え
ら
れ
た
の
は
、
徐
・
楊
十
三
組
の
後
に
出

て
く
る
「
普
度
五
老
」
の
一
人
彰
依
法
(
儒
童
老
人
)
の
道
服
に
連

な
る
陳
復
始
と
い
う
数
徒
が
、
成
盟
十
年
(
一
八
六
O
〉
湖
北
か
ら

再
北
に
入
り
、
布
教
活
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
陳
復
始

は
も
と
も
と
楚
北
宜
昌
府
で
紙
屋
を
管
ん
で
い
た
が
、
即
時
匡
十
地
の

文
運
春
の
命
を
受
け
て
毎
北
に
入
り
、
清
遠
回
脚
上
廓
で
林
法
善
と
い

(
4
)
 

う
薬
材
屈
の
主
人
と
出
舎
っ
た
。
や
が
て
林
法
善
は
陳
復
始
の
弟
子

と
な
り
、
庖
を
開
放
し
て
講
道
の
場
を
提
供
し
た
。
際
復
始
の
教
え

は
城
郷
の
紳
士
や
近
郊
の
村
人
た
ち
の
聞
で
評
剣
と
な
り
、
弟
子
と

な
る
者
が
日
ご
と
に
増
え
て
い
っ
た
山

同
治
九
年
、
林
法
善
は
地
元
の
紳
士
の
協
力
を
得
て
、
一
神
仙
の
乱

一
示
に
従
い
清
遠
豚
の
飛
来
峡
に
慮
舎
を
建
て
寂
霞
古
洞
と
名
づ
け

た
。
林
法
善
の
死
後
は
孫
弟
子
に
あ
た
る
朱
翰
亭
一
(
競
農
震
、
ま
た
は

四

卒
心
)
ら
が
中
心
と
な
り
、

宣
統
年
閉
ま
で
に
報
本
洞
、
三
教
聖
人

(
6
)
 

を
把
る
三
聖
賓
殿
、
玉
皇
殿
な
ど
が
増
築
さ
れ
た
。
一
九
二

0
年
代

の
最
盛
期
に
は
、
こ
こ
に
男
女
合
わ
せ
て
三
百
人
近
い
信
徒
が
暮
ら

し
て
い
た
。

こ
の
蕨
霞
古
洞
か
ら
分
校
し
た
先
天
道
系
の
結
社
は
庚
東
全
域
に

援
大
し
た
。
「
先
天
道
嶺
南
道
涯
の
道
統
」
固
に
一
示
す
よ
う
に
、
競

霞
士
口
洞
か
ら
分
か
れ
た
八
賢
堂
が
清
遠
豚
と
そ
の
近
郊
の
花
酎
師
、
恵

州
な
ど
に
庚
が
っ
た
。
八
賢
堂
の
う
ち
育
賢
堂
、
す
な
わ
ち
恵
州
紫

震
洞
は
別
名
三
州
堂
と
も
呼
ば
れ
、
恵
州
、
潮
州
、
嘉
麿
州
の
堂
を

統
轄
す
る
地
位
に
あ
り
、
こ
の
一
帯
で
は
最
も
大
き
な
勢
力
を
持
っ

て
い
た
。
ま
た
薩
賢
堂
か
ら
も
多
く
の
結
社
が
分
校
し
た
。
薩
賢
堂
の
創
始

者
亙
済
良
は
醤
師
で
も
あ
り
、
彼
の
も
と
に
集
ま
っ
た
弟
子
た
ち

は
、
後
に
清
遠
、
傍
山
、
深
洲
、
呑
港
な
ど
で
大
き
な
勢
力
を
持
つ

結
祉
を
創
立
し
た
。
後
述
す
る
清
遠
飛
霞
洞
の
創
始
者
市
首
長
天
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。

一
九
三

0
年
代
ま
で
に
、
先
天
道
の
道
堂
、
清
堂
は
、
庚
東
の
み

な
ら
ず
、
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
ラ
ヤ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
な



ど
南
洋
地
域
に
ま
で
庚
が
っ
た
。
香
港
と
南
洋
地
域
に
お
け
る
先
天

道
の
蹟
大
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
で
と
り
あ
げ
た
い
。

清
遠
飛
霞
洞
の
活
動
と
理
念

清
末
か
ら
民
園
期
に
か
け
て
虞
東
各
地
に
設
立
さ
れ
た
先
天
道
系

結
祉
の
中
で
も
、
建
物
の
規
模
、
牧
容
人
数
に
お
い
て
突
出
し
て
い

た
の
が
清
遠
燃
の
飛
霞
洞
で
あ
る
。
飛
霞
洞
は
、
三
水
勝
人
の
褒
長

一
九
一
一
年
か
ら
二
十
年
近
い
歳
月
を
か
け
て

蔵
震
古
洞
と
同
じ
飛
来
峡
に
設
立
さ
れ
た
。
察
長
天
は
一
八
四
二
年

天
の
提
唱
に
よ
り
、

三
水
懸
の
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
、
早
く
か
ら
工
場
や
応
の
雑
工
と

し
て
働
き
、
や
が
て
商
寅
に
成
功
し
た
。
光
緒
年
開
に
亙
済
良
の
弟

子
紀
培
道
と
出
曾
い
、
先
天
道
に
入
道
し
た
。
そ
の
後
は
併
山
、
度

州
、
東
莞
、
新
曾
、
香
港
等
を
行
き
来
し
て
、
遁
堂
の
設
立
に
奔
走

し
た
。
光
緒
末
年
に
は
、
甥
の
姿
泰
開
と
と
も
に
南
洋
へ
渡
っ
て
布

教
活
動
を
行
い
、
一
九
一
二
年
に
帰
闘
し
た
後
は
私
財
を
投
げ
打
っ

て
飛
霞
洞
の
建
設
に
着
手
し
た
。
一
九
二
七
年
、
市
首
長
天
は
再
度
南

マ
ラ
ヤ
に
粛
堂
を
聞
い
た
後
蹄
園

(
8
)
 

し
、
ま
も
な
く
飛
霞
洞
に
て
死
去
し
て
い
る
。

洋
へ
渡
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

先
天
道
嶺
南
道
汲
の
展
開

飛
霞
洞
は
一
九
五

0
年
代
に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

一
九
八

0
年
代
以

降
、
清
遠
豚
放
遊
局
に
よ
っ
て
建
物
や
文
物
の
修
復
が
進
め
ら
れ
、

現
在
は
観
光
名
所
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
飛
霞
洞
仙
観
と

呼
ば
れ
る
メ
イ
ン
の
建
物
は
山
の
斜
面
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ
た
六
階

建
て
の
石
造
建
築
で
あ
る
。
内
部
は
三
数
聖
人
を
祭
る
三
数
殿
、
古

傍
室
員
殿
、
無
極
宮
金
母
殿
な
ど
の
祭
粗
空
関
と
、
蔵
経
閣
、

客

堂
、
修
身
舎
な
ど
の
公
共
空
関
、

さ
ら
に
信
徒
の
生
活
空
聞
で
あ
る

選
房
に
分
か
れ
て
い
る
。

(
一
〉
仙
観
の
生
活

最
盛
期
の
一
九
二

0
年
代
、
こ
の
飛
霞
洞
仙
観
に
は
男
女
合
わ
せ

て
六
百
人
近
い
信
徒
が
暮
ら
し
て
い
た
。
清
遼
酎
開
放
遊
局
で
は
か
つ

て
元
信
徒
か
ら
聴
き
と
り
調
査
を
行
っ
た
こ
と
、
が
あ
り
、
そ
の
内
容

を
飛
霞
洞
の
一
室
に
、
か
つ
て
仙
観
内
で
使
わ
れ
て
い
た
家
具
、
器

物
、
扇
額
な
ど
と
と
も
に
展
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
飛
霞

澗
で
は
、
信
徒
自
ら
畑
を
耕
し
、
家
畜
を
飼
い
、
自
給
自
足
の
生
活

を
行
う
と
と
も
に
、
洞
内
に
紡
織
工
場
を
設
け
、
腕
、
綿
布
を
生
産

し
、
放
入
源
と
し
て
い
た
。
こ
の
他
の
運
管
資
金
と
し
て
は
、
裕
福

な
信
徒
や
南
洋
華
僑
か
ら
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

五



先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

飛
霞
洞
に
居
住
す
る
女
性
信
徒
、
す
な
わ
ち
「
粛
姑
」
は
い
く
つ

か
の
等
級
に
分
か
れ
て
お
り
、
入
洞
時
、
銀
三
百
元
を
挽
う
と
一
人

部
屋
が
輿
え
ら
れ
て
一
生
そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
、
か
叶
訂
さ
れ
、
盤
町
働
は

克
除
さ
れ
た
。
銀
二
百
一
兎
を
梯
っ
た
場
合
に
は
、
四
人
な
い
し
六
人

部
屋
で
共
同
生
活
を
し
、
越
同
働
は
売
除
と
な
る
。
入
道
費
を
ま
っ
た

く
携
え
な
い
場
合
は
、
洞
内
の
雑
用
、
が
課
さ
れ
る
。
調
淵
姑
は
付
近
の

寺
廟
や
個
人
の
死
者
超
度
に
呼
ば
れ
て
諦
経
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、

一
回
の
超
度
で
十
数
元
を
も
ら
い
生
活
費
に
あ
て
て
い
た
。

飛
震
洞
周
遊
の
景
勝
や
風
水
、

に
関
わ
っ
た
人
物
の
事
跡
、
飛
霞
洞
の
宗
旨
、

『
飛
震
洞
誌
」
は

飛
霞
洞
創
立

信
徒
の
詩
文
な
ど

を
集
め
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
飛
霞
洞
の
洞
務
章
程

を
記
し
た
「
事
略
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

」
こ
に
は
「
紀
室
記

念
」
「
報
本
記
念
」
「
著
書
」
「
停
道
」
「
放
生
」
「
買
締
」
「
種
植
」
「
招

待
」
「
警
衛
」
「
念
綬
」
の
十
項
目
が
翠
げ
ら
れ
、
飛
霞
洞
の
日
々
の

管
み
の
中
で
、

る

ど
の
よ
う
な
務
め
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か

一
部
を
紹
介
す
る
と
、
飛
霞
洞
で
は
毎
年
孔
子
と
関
一
帝
を
祭
紀

す
る
他
、
報
本
洞
に
各
同
人
の
宗
祖
の
牌
位
を
杷
り
、
毎
年
春
秋
に

祭
犯
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
善
蓄
や
経
典
の
出
版
に
力
を
入
れ
て
い

一」

ノ、

た
。
「
著
書
」
の
項
目
に
は
、
儒
調
停
道
の
基
本
経
典
の
他
、
『
天
人
秘

銭
』
、
『
忠
義
鏡
』
、
『
道
綱
鉾
正
』
、
『
園
粋
雑
誌
』
、
『
三
教
向
。
否
、

『
三
期
普
度
経
』
、
『
金
剛
実
纂
易
知
』
、
『
五
言
金
科
』
、
『
度
人
舟
詩

本
』
、
『
先
天
使
覧
』
等
の
書
名
が
撃
が
っ
て
い
る
ド
こ
の
中
の
『
天

人
秘
銭
』
は
飛
霞
洞
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
善
書
で
、
現
在
そ
の
原
版
の
一

部
が
飛
霞
澗
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
内
丹
、
道
統
、
三
字

経
、
修
養
論
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
多
く
が
扶
乱
に
よ
る
一
聯
仙

の
乱
示
と
い
う
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

'" 一
¥ノ

『
飛
霞
洞
誌
』
の
携
い
手

に
は
こ
の
他
、

飛
震
洞
の
中
心
メ

γ
バ
ー
に
よ
る

『
飛
霞
洞
誌
』

「
種
植
経
済
論
」
「
養
老
慈
善
論
」
「
修
養
要
旨
論
」
「
普
度
以
三
数
信
用

重
論
」
「
接
引
衆
生
論
」
な
ど
の
諸
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
飛

霞
洞
の
活
動
を
支
え
る
理
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
諸
論
文
の
内
容
に
燭
れ
る
前
に
、

ま
ず

『
飛
震
洞
誌
』

を
編
纂
し
た
飛
霞
洞
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
は
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
か
を
見
て
お
き
た
い
。

「
飛
一
霞
澗
誌
L

の
編
纂
に
携
わ
っ
た
何
廷
嘩
(
道
銃
昌
達
、
乾
貞
子
)

は
東
莞
綜
人
の
一
万
貢
生
、

「
現
代
教
育
先
進
之
E

洞
誌
の
欧
文
に



百
一
と
稽
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
香
港
の
率
一
校
で
漢
文
を
数
え
る
教
師

で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
、
香
港
を
訪
れ
た
委
長
天
と
出
舎
ぃ
、
飛

霞
洞
誌
の
編
纂
を
依
頼
さ
れ
た
。
彼
は
も
と
も
と
鵡
宗
の
信
奉
者
で

あ
っ
た
が
、
姿
長
天
と
の
出
禽
い
に
よ
っ
て
、
香
港
で
の
数
職
を
退

き
、
先
天
道
に
入
道
す
る
こ
と
を
決
一
意
し
た
。

何
廷
湾
は
漢
文
教
師
の
他
、
香
港
の
閣
粋
雑
誌
祉
の
編
集
者
と
い

う
顔
も
持
っ
て
い
た
。
園
粋
雑
誌
祉
の
刊
行
す
る
『
函
粋
雑
誌
』

(
一
九
二
二
年
十
一
月
創
刊
)
は
、
呑
港
文
明
書
局
と
庚
州
河
南
の
文
在

弦
書
局
を
夜
行
所
と
し
、
香
港
、
庚
州
の
み
な
ら
ず
虞
東
の
地
方
都

市
や
南
洋
各
埠
の
書
局
、
善
堂
、
爽
局
に
庚
く
販
路
を
持
つ
総
合
雑

誌
で
あ
っ
た
。
『
図
粋
雑
誌
』
に
お
け
る
「
閤
粋
」
と
ぬ
「
三
教
の

精
神
」
を
意
味
し
、
「
函
粋
存
す
れ
ば
則
ち
閣
は
存
し
、
園
粋
亡
び

れ
ば
則
ち
園
は
亡
ぶ
。
:
・
昨
今
世
風
は
日
々
下
落
し
、
道
徳
は
滅
び

つ
つ
あ
る
。
我
園
の
亡
び
ざ
る
は
園
粋
有
る
故
に
よ
る
」
と
い
う
よ

う
に
、
中
園
の
存
亡
を
左
右
す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

『
闘
粋
雑
誌
』
の
創
刊
後
ま
も
な
く
、
何
廷
意
ら
は
香
港
島
の
徳

輔
道
に
三
教
綿
製
曾
と
い
う
結
枇
を
設
立
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
と

は
、
『
園
粋
雑
誌
』
の
出
版
や
併
事
報
の
刊
行
の
他
、
四
書
五
経
、

先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

俳
典
の
講
解
や
詩
文
指
導
講
座
の
開
催
、
醤
描
指
針
灸
の
知
識
や
内
功

静
坐
法
を
惇
授
す
る
講
座
の
開
催
な
ど
で
あ
っ
一
明
一
-
一
数
日
総
皐
舎
の

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
中
醤
や
薬
局
の
庖
主
が
お
り
、
『
園
粋
雑
誌
』

の
巻
末
に
は
曾
員
が
経
営
し
て
い
た
薬
局
の
康
管
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
醤
薬
に
関
連
す
る
講
座
を
携
蛍
し
た
の
は
こ
う
し
た
人
々
で
あ

った。『
園
粋
雑
誌
』
の
内
容
は
、
儒
数
、
併
敬
、
道
教
の
教
義
や
経
典

の
解
四
押
な
ど
を
主
と
し
て
い
た
が
、
毎
時
肌
必
ず
農
夢
、
田
園
響
、
物
理

事
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
特
に
農
撃
は
「
牝
羊
之
選

種
」
「
騒
虫
剤
之
製
法
」
な
ど
、
寅
際
に
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人

で
な
け
れ
ば
関
心
を
ひ
か
な
い
よ
う
な
、
賞
用
的
な
農
撃
知
識
に
関

す
る
記
事
が
目
立
つ
。
園
粋
雑
誌
枇
の
主
任
潟
其
熔
は
、
『
飛
霞
洞

誌
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
新
界
紛
嶺
で
農
事
求
新
社
と
い
う
、
新
し

い
技
術
を
取
り
入
れ
た
農
場
を
営
む
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
知

蛍
時
図
粋
雑
誌
匙
に
関
わ
っ
た
人
々
が
、
「
保
全
閣
粋
」
と

い
う
ス

?10ガ
ン
を
掲
げ
中
園
固
有
の
停
統
文
化
の
復
興
を
目
指
し

な
が
ら
も
、
近
代
の
新
し
い
技
術
や
科
挙
知
識
に
謝
し
て
も
強
い
関

心
を
持
つ
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
園
粋
雑
誌
』

か
ら
、

の
執
筆

七



先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

者
と
『
飛
霞
洞
誌
』
の
執
筆
者
は
一
部
重
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
師
範
事
校
を
卒
業
し
た
二
人
の
女
性
も
含
ま
れ
て
い
る
。

三
一
〉
飛
霞
洞
の
理
念

飛
霞
洞
の
理
念
を
知
る
に
は
、
飛
霞
洞
で
作
成
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
テ
キ
ス
ト
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
紙
数
の
制
限

も
あ
る
の
で

本
稿
で
は
、
『
飛
震
洞
誌
』
に
修
め
ら
れ
た
論
文
の

う
ち
、
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
修
養
五
大
綱
」
、
「
種
植
経

済
論
」
、
「
養
老
慈
善
論
」
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

飛
霞
洞
に
お
け
る
修
養
は
、
「
得
人
」
「
得
地
」
「
護
室
盲
」
「
静
坐
」

「
衛
生
」
と
い
う
五
つ
の
方
面
か
ら
魚
さ
れ
る
と
さ
れ
、

の
篠
目
で
留
意
す
べ
き
五
つ
の
項
目
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
得
人
」

の
修
養
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
「
文
皐
、
道
徳
、
調
融
問
、
舎
計
、
麻

務

」

、

「

得

地

」

の

修

養

で

は

「

形

勢

、

樹

木

、

源
」
、
「
讃
書
」
の
修
養
で
は
「
園
史
、

行
」
、
「
静
坐
」
の
修
養
で
は
「
悟
調
、
掻
心
、

油
田
」
、
「
衛
生
」
の
修
養
で
は
、
「
慣
食
、
慎
居
、
運
筋
、

欲
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
か
ら
、
飛
霞
洞
に
お
け
る
修

養
に
お
い
て
は
、
静
坐
や
呼
吸
法
の
他
に
、
文
事
や
闘
史
な
ど
の
数

通
気
、

科
事
、

丹
訣
、

そ
れ
ぞ
れ

光
線
、

責
賞
、

演
議
、

調
息
、

呼
吸
、

!¥ 

養
や
禽
計
、
庭
山
務
な
ど
の
賞
率
的
知
識
、
そ
し
て
修
養
の
地
の
環
境

が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

次
に
「
種
植
経
済
論
」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
飛
霞
洞
で
は
信

徒
自
ら
畑
を
耕
し
、
自
給
自
足
の
生
活
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に

述
べ
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
い
て
い
た
。

「
種
植
は
生
を
謀
り
義
を
通
す
。
正
に
大
本
の
業
に
し
て
こ
れ

に
途
る
も
の
は
な
い
。
す
べ
て
寓
物
は
農
よ
り
出
で
、
高
類
は

農
に
養
わ
れ
る
。

工
も
、
一
商
も
、

士
も
そ
う
で
あ
る
。
何
一
つ

も
と
も
と
農
で
な
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
飛
霞
洞
の
高
山

と
険
し
い
嶺
々
、

大
地
の
う
ね
り
は
、

水

種
植
の
良
方
を
得
れ

ば
、
牧
穫
は
容
易
く
、
洞
務
の
要
用
は
盛
ん
と
な
り
、
奥
深
さ

を
増
す
。
種
植
に
よ
っ
て
財
源
を
開
け
ば
、
す
べ
て
の
善
は
お

こ
な
わ
れ
る
。
」

推

こ
の
記
述
が
一
示
す
通
り
、
飛
震
洞
で
は
「
す
べ
て
の
物
は
農
に
掃

す
」
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
種
植
に
よ
っ
て
飛
霞
洞
の
財
政
を
豊
か

『念戒

に
し
、
庚
く
善
を
行
う
こ
と
を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
こ
う
し

た
考
え
方
は
儒
教
の
停
統
的
な
農
本
主
義
の
流
れ
を
汲
ん
だ
も
の
と

言
え
る
が
、
賞
際
の
農
法
と
い
う
駄
に
お
い
て
は
、
停
統
的
な
や
り



方
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、

西
洋
の
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
。

「
今
や
科
撃
の
盛
ん
な
輝
か
し
い
時
代
で
あ
る
。
農
は
秀
を
育

て
る
。
財
は
農
よ
り
出
で
、
物
は
曲
置
に
掃
す
。
中
山
三
民
主
義

の
た
す
け
と
な
り
、
す
な
わ
ち
褒
長
老
が
一
生
は
げ
む
と
こ
ろ

と
は
、
新
法
が
遁
く
中
間
幽
に
行
き
渡
り
、
技
が
天
工
に
か
わ
る

こ
と
で
あ
る
。
奮
輩
は
西
欧
に
、
浸
入
せ
ざ
れ
ば
、
惑
は
人
に
よ

り
造
ら
れ
、
事
は
必
ず
そ
の
敏
捷
を
求
め
、
功
は
ま
た
そ
の
速

成
を
望
む
。
種
植
が
あ
れ
ば
地
は
荒
慶
の
お
そ
れ
は
な
い
。
種

植
が
あ
れ
ば
人
が
一
時
の
快
楽
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
な
弊
害
は
無

く
な
る
。
新
法
を
行
い
機
績
し
て
種
を
蒔
け
ば
、
自
ず
と
盛
ん

に
な
り
、
奮
章
に
拘
泥
し
古
臭
い
考
え
方
の
ま
ま
で
い
れ
ば
、

(
口
)

い
つ
か
欝
欝
の
相
闘
が
穎
れ
る
。
」

こ
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
代
の
科
事
主
義
の
洗
嘘
を
受
け

た
民
園
期
の
知
識
人
で
あ
っ
た
飛
霞
洞
の
指
導
者
た
ち
は
、
孫
中
山

の
三
民
主
義
を
使
命
と
し
、
賞
墜
と
し
て
の
農
業
を
目
指
す
人
々
で

あ
っ
た
。

種
植
を
振
興
し
、
財
政
を
豊
か
に
す
る
、
そ
の
目
的
と
は
、
庚
く

先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

善
を
行
う
た
め
で
あ
っ
た
。
中
で
も
重
視
し
て
い
た
の
が
「
養
老
」

で
あ
る
。
何
廷
環
の
「
養
老
慈
善
論
」
と
穏
ず
る
論
文
に
よ
れ
ば

飛
霞
洞
の
「
養
老
」
と
は
、
「
生
有
養
、
病
有
醤
、

有
祭
、
超
升
湾
土
(
生
き
て
い
る
聞
は
扶
養
し
、
病
に
な
れ
ば
醤
者

花
見
せ
、
死
す
れ
ば
葬
り
、
春
夏
秋
冬
に
祭
犯
を
行
い
、
海
土
に
超

升
さ
せ
る
こ
と
ど
を
↓
意
味
す
る
。
こ
の
「
生
養
死
葬
」
の
理
念
こ

死
有
葬
、

四
時

そ
、
先
天
道
の
指
導
者
た
ち
が
各
地
に
積
極
的
に
斎
堂
を
設
立
し
、

社
舎
的
弱
者
を
入
道
さ
せ
て
い
く
理
論
的
根
擦
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。飛
霞
洞
で
は
信
徒
が
病
に
倒
れ
、
危
篤
に
陥
っ
た
時
の
制
到
底
か
ら

演
葬
、
追
善
供
養
に
行
う
べ
き
儀
程
の
手
順
、
護
み
上
げ
る
祭
文
ま

で
を
事
細
か
に
-
記
し
た
『
同
人
了
道
!
規
章
』
(
一
九
三
四
)
と
い
う
マ

ニ
ユ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
た
。
信
徒
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
専
門

の
職
能
者
に
は
委
ね
ず
、
同
門
の
信
徒
た
ち
に
よ
っ
て
濁
自
の
や
り

か
た
で
弔
い
が
行
わ
れ
、
裏
山
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
驚

堂
内
の
男
女
別
々
の
租
堂
に
位
牌
が
安
置
さ
れ
、
定
期
的
な
供
養
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、

一
定
の
費
用
を
掛
っ
て
入

道
す
れ
ば
、
老
後
の
扶
養
、
死
の
看
取
り
、
埋
葬
、
そ
し
て
死
後
の

九



先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

供
養
ま
で
保
詮
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
た
と
い
う
貼

が
、
老
後
と
死
後
の
問
題
に
不
安
を
抱
え
る
人
々
に
と
っ
て
大
き
な

魅
力
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

女
性
た
ち
の
先
天
這

庚
東
の
先
天
道
系
結
社
に
賞
際
に
多
く
入
港
し
た
の
は
女
性
た
ち

だ
っ
た
。
中
で
も
、
「
自
硫
女
」
と
呼
ば
れ
る
、
結
婚
を
拒
否
し
、

濁
身
を
誓
っ
て
「
硫
起
」
と
い
う
儀
式
を
行
っ
た
女
性
た
ち
が
多
数

合
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
多
く
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
ス
タ
ッ
カ
l
ド
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
自
硫
女
は
康
東
珠
江
デ
ル

久
地
域
一
帯
、
と
く
に
南
海
、
順
徳
、
番
園
内
一
帯
の
養
護
業
の
盛
ん

な
地
域
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
顕
著
と
な
っ
た
。
も
と
も
と

こ
の
地
域
で
は
、
結
婚
し
た
娘
が
一
定
期
開
夫
の
家
に
入
ら
ず
、
貸

家
で
家
業
を
手
偉
い
な
が
ら
暮
ら
す
風
習
が
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
地

域
は
、
未
婚
女
性
が
「
女
仔
屋
」
と
呼
ば
れ
る
娘
宿
で
共
同
生
活

し
、
義
姉
妹
関
係
を
結
ぶ
風
俗
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
養

護
業
を
主
穫
と
し
た
こ
の
地
域
の
農
家
で
は
、
糸
く
り
の
技
術
に
長

政
た
娘
た
ち
は
貴
重
な
務
働
力
と
な
っ
て
い
た
が
、
十
九
世
紀
以
降

。

中
園
産
の
絹
糸
の
需
要
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
娘
た
ち
は
高
い
賃
金

牧
入
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
九
世
紀
末
、
機
械
化
さ
れ
た
製
糸

工
場
が
各
地
に
設
立
さ
れ
、

娘
た
ち
を
履
い
入
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
娘
た
ち
の
経
済
力
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
同
時
に
行
動
半
径
も
康

が
っ
た
。
こ
う
し
た
朕
況
の
中
で
、
こ
の
地
域
の
若
い
女
性
た
ち
の

関
に
、
結
婚
は
す
る
が
賠
償
金
を
掠
っ
て
婚
家
に
行
か
な
い
「
不

落
家
」
、
あ
る
い
は
結
婚
を
拒
否
す
る
「
不
嫁
」
、
も
し
く
は
「
硫

起
」
の
儀
式
を
行
い
、
一
生
濁
身
を
誓
う
「
流
起
不
嫁
」
と
い
っ
た

形
で
、
結
婚
を
拒
否
す
る
風
潮
が
庚
が
っ
た

(
g
s
E己
H
U
由
申

ual

]
戸
田
町
〉
。珠

江
デ
ル
タ
の
結
婚
拒
否
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
の
多
く
が
、

先
天
道
の
斎
堂
で
暮
ら
す
自
流
女
を
主
な
イ
ン
フ
ォ

l
マ
ン
ト
と
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
先
天
遣
の
数
義
と
結
婚
拒
否
運
動
と
の
相
関
関

係
が
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
黙
に
闘
し
て

ト
プ
レ
イ
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
先
天
道
系
賢
堂
の
女
性
信
徒
た
ち

が
所
有
し
て
い
た
二
種
類
の
賓
巻
を
奉
げ
、
結
婚
せ
ず
出
家
す
る

生
き
方
を
穏
え
る
賓
巻
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
女
性
た
ち
に
結
婚
拒
否

を
促
す
一
つ
の
刺
激
に
な
っ
た
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
(
叶
品
目
ミ



思
叶
印
"
叶
印
)
。
相
田
洋
氏
も
ト
プ
レ
イ
の
見
解
を
支
持
し

ト
プ

ν
イ

の
紹
介
し
た
『
呑
山
賓
巻
』
、
『
劉
呑
賓
巻
』
と
ス
タ
ッ
カ
l
ド
が
紹

介
し
た
木
魚
書
『
錦
繍
食
粛
』
の
内
容
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
テ
キ

ス
ト
の
読
く
女
性
成
道
の
物
語
が
女
性
た
ち
の
結
婚
拒
否
運
動
の
精

神
的
支
え
に
な
っ
た
と
結
論
寺
つ
け
て
い
る
(
相
田
一
九
九
一
二
日
四
七
四

ー
四
八
三
)
。

一
方
サ
ン
カ

I
は
、
彼
女
が
調
査
し
た
蔚
堂
の
女
性
た
ち
の
関
で

こ
う
し
た
賓
巻
が
庚
く
普
及
し
て
い
た
と
い
う
詮
擦
も
、
ま
た
女
性

た
ち
が
宗
教
的
理
由
か
ら
濁
身
を
選
ん
だ
と
い
う
事
例
も
見
出
せ
な

か
っ
た
と
し
て

ト
プ
レ
イ
の
見
解
に
謝
し
て
否
定
的
な
見
方
を
と

っ
て
い
る

3
2
r月
忌
誌

uH4lH3。
ま
た
ス
タ
ッ
カ
l
ド
も
、

一
部

の
イ
ン
フ
ォ

I
マ
ン
ト
が
結
婚
を
拒
否
し
粛
堂
に
入
る
女
性
を
謡
っ

た
木
魚
書
の
名
前
を
翠
げ
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
自
流
女
と
い

う
生
き
方
を
懇
揮
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
姉
妹
や

親
戚
の
女
性
た
ち
の
影
響
力
の
方
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

見
解
を
示
し
て
い
る

3
H
E
E
L
H
a由・一
3
0

筆
者
も
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
明
確
な
答
え
を
出
し
得
る
わ
け
で

は
な
い
。
た
だ
、
結
婚
拒
否
運
動
と
結
び
つ
い
た
か
ど
う
か
は
別
と

先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

し
て
、
清
末
、
先
天
遣
の
教
波
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る

テ
キ
ス
ト
の
中
に
は
、
確
か
に
女
性
た
ち
に
結
婚
せ
ず
に
修
行
を
促

す
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
む
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
を
、
次
に
奉

げ
る
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
例
に
と
り
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

相
田
氏
は
『
香
山
賓
巻
』
の
異
本
の
一
つ
『
観
一
品
目
済
度
本
願
員

経
』
が
、
先
天
道
な
ど
羅
教
の
流
れ
を
汲
む
宗
教
結
祉
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
(
相
国
一
九
九
三
一
四
七

、O
J

七
)
。
確
か
に
『
観
音
済
度
本
願
民
経
』
の
威
豊
木
に
一
出
ぃ
序
文
に

「
幸
遇
普
定
仙
師
指
示
先
天
大
道
授
」
と
あ
り
、
先
天
道
の
一
波
が

民
関
に
停
わ
る
制
豊
田
成
道
読
話
を
下
敷
き
と
し
て
作
成
し
た
と
見
ら

れ
る
形
跡
、
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
、
慈
航

(
観
五
日
〉
は
衆
生
を
救
う
べ
く
務
池
金
母
の
許
し
を
得
て
下
九
し
、
妙

妊
王
の
三
女
妙
善
と
し
て
生
ま
れ
国
関
わ
っ
た
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。

慈
航
は
務
池
金
母
に
上
奏
す
る
に
あ
た
り
、
「
男
子
の
中
に
は
、
三

教
の
理
を
知
島
田
し
、
何
が
善
か
を
極
め
る
者
も
い
る
。
あ
あ
、
し
か

し
な
が
ら
女
子
を
見
る
に
、
天
理
の
循
環
や
世
の
禁
戒
す
る
と
こ
ろ

を
理
解
せ
ず
、
堕
落
し
き
っ
て
し
ま
う
者
も
あ
る
」
と
女
性
の
救
済

の
必
要
性
を
説
き
、
慈
航
自
ら
「
女
身
に
轄
じ
、
後
世
に
一
つ
の
模



先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

範
を
一
示
し
、
下
界
の
婦
女
た
ち
に
私
を
見
習
わ
せ
修
行
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
意
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
特
に
女
性
の
救

済
を
意
園
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
残
念

な
が
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
先
天
道
の
ど
の
分
波
で
作
成
さ
れ
た
も

の
か
は
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
先
天
道
嶺
南
道
汲
に

こ
う
し
た
賓
巻
が
停
承
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

先
天
道
の
一
一
択
に
上
っ
て
作
成
さ
れ
た
女
性
成
道
を
説
く
テ
キ
ス

ト
の
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
『
宝
露
金
盤
』
と
い
う
驚
書
を
見
て

み
よ
う
。

光
緒
庚
辰
年
(
一
八
八
O
)
丹
成
菱
と
稽
す
る
乱
壇
に
降

臨
し
た
洛
池
金
母
の
紋
文
を
冒
頭
に
掲
げ
る
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
凡

例
に
「
是
書
者
、
洩
蚤
先
天
大
道
」
と
あ
り
、

ま
た
用
語
や
内
容
か

ら
見
て
も
、
先
天
道
や
そ
の
前
身
と
な
っ
た
羅
教
や
無
鋳
金
丹
道
の

思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
(
鄭
志
明

一
九
八
八
〉
。
『
玉
露
金
盤
』
の
中
で
、
九
十
二
億
の
残
さ
れ
た
人
類
を

救
う
た
め
、
呂
粗
と
と
も
に
瑠
池
金
母
の
命
を
受
け
て
下
界
に
遭
わ

さ
れ
た
居
間
選
員
人
と
は
、
も
と
も
と
天
界
で
務
池
金
母
に
仕
え
る
仙

女
で
あ
っ
た
が
、
誤
っ
て
金
査
を
壊
し
た
罪
で
下
凡
さ
せ
ら
れ
る
。

悟
道
具
人
は
貧
し
い
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
緩
わ
り
、
他
家
に
嫁
い

で
二
人
の
子
供
を
産
ん
だ
後
、
洗
心
斎
戒
し
て
先
天
大
道
を
俸
授
さ

れ
、
多
く
の
人
々
に
修
行
を
勧
め
る
。
本
文
で
は
特
に
劉
象
を
女
性

に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
半
部
分
を
占
め
る
各
神
仙

の
降
筆
に
よ
る
韻
文
の
中
の
、
や
は
り
仙
女
と
お
ぼ
し
き
龍
吉
田
陣
人

の
「
五
更
辞
」
で
は
、
「
何
須
背
苦
嫁
見
郎
」
と
問
い
、
「
観
一
主
一
国
老
母

修
成
傍
、
斗
牛
宮
里
七
仙
始
、
:
嘱
附
俗
、
莫
糊
塗
、
及
早
参
師
念

南
無
」
と
呼
び
か
け
、
女
性
た
ち
に
結
婚
す
る
よ
り
も
早
く
修
道
す

る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

慈
恵
堂
の
テ
キ
ス
ト
『
稽

『
玉
露
金
盤
』
は
宜
室
輔
円
に
も
停
播
し
、

命
仮
盤
』
に
改
編
さ
れ
る
な
ど
、
か
な
り
庚
い
地
域
に
流
布
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
が
参
照
し
た
東
京
大
撃
東
洋
文
化
研
究
所
所

蔵
の
光
緒
甲
辰
年
重
刊
本
の
表
紙
に
は
「
毎
束
、
河
南
(
空
欄
)
蔵

版
」
と
い
う
文
字
が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
清
末
の
庚
東
地
域
に
も
流

布
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
女
性
に
修
道
を
務
め
る
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
が
先
天

遣
の
一
波
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
流
通
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
女
性
た
ち
の
結
婚
拒
否
の
直
接
的
な
動
機
と
な
っ
た
こ
と
を
詮
明

す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
、
先
天
道
は
女
性
神
の
信
仰
を
中
心
に



据
え
、
女
性
の
救
済
を
目
的
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
く
含
ん
で
い

た
黙
で
、
女
性
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
宗
教
教
波
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

筆
者
は
む
し
ろ
、
先
天
道
と
自
統
女
が
結
び
つ
い
た
の
は
テ
キ
ス

ト
の
影
響
と
い
う
よ
り
も
、
先
天
道
が
需
用
堂
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
「
生
養
死
葬
」
を
保
詮
し
て
い
た
貼
に
あ
る
と
考
え
る
。
未
婚

女
性
に
と
っ
て
自
分
の
時
間
来
に
関
す
る
最
も
気
が
か
り
な
問
題
と

は
、
老
後
の
扶
養
と
死
後
に
お
け
る
霊
魂
の
安
寧
で
あ
っ
た
。
女
性

た
ち
が
賠
償
金
を
支
梯
っ
て
で
も
結
婚
と
い
う
形
態
に
こ
だ
わ
っ
た

の
は
、
死
後
、
第
一
夫
人
と
し
て
婚
家
に
位
牌
が
紀
ら
れ
る
と
い
う

保
護
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

(
2
2
E
L
忌
S
L
3
0

一
般
に
自
流
女
と
な
っ
た
女
性
は
、
年
を
と
っ
て
か
ら
は
生
家
を

出
て
、
自
分
一
人
で
、
あ
る
い
は
仲
閃
と
資
金
を
出
し
合
い
、
「
姑

婆
屋
」
と
呼
ば
れ
る
家
屋
を
購
入
し
て
そ
こ
に
住
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
。
ま
た
死
後
は
宗
族
の
洞
堂
と
は
別
の
「
姑
婆
廟
」
に
柁
ら
れ

た
(
印

grm『
H
U
吋
∞
出
H
i
由
児
印
骨
O
O
H
S
H
代
田
巴
∞
由
・
∞
H
l
∞坦)。

一
定
の
費
用
を

支
排
い
、
粛
堂
に
入
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
。
耐
澗
堂
は
先
天

遁
に
濁
特
の
形
態
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
民
園
年
間
、
康
州
市

先
天
道
嶺
南
遁
波
の
展
開

に
は
粛
堂
と
呼
ば
れ
る
施
設
が
二
百
カ
所
以
上
あ
り
、
道
教
的
色
彩

が
強
い
先
天
道
系
の
も
の
と
、
傍
数
的
色
彩
の
強
い
三
賓
堂
系
の
二

つ
の
種
類
、
が
あ
っ
た
と
い
う
。
調
淵
堂
で
は
生
き
て
い
る
関
の
扶
養
か

ら
葬
儀
、
位
牌
の
安
置
ま
で
面
倒
を
見
が
)
。
華
南
の
俸
統
社
舎
に
お

い
て
は
、
こ
う
し
た
粛
堂
や
庵
堂
と
呼
ば
れ
る
宗
教
結
社
が
、
身
寄

り
の
な
い
単
身
女
性
の
一
種
の
ア
ジ
l
ル
と
し
て
機
能
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

融
用
堂
は
特
に
、
故
郷
を
離
れ
、
単
身
圏
外
に
渡
っ
た
女
性
た
ち
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。
一
九
三

0
年
代
後
半
、
中
園
の
生
糸
産
業

が
競
争
力
を
失
っ
て
表
、
返
し
、
世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
る
と
、
失
業
し
た
女
性
た
ち
は
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ヘ
活

路
を
求
め
、
多
く
の
場
合
「
阿
婿
」
と
呼
ば
れ
る
住
み
込
み
の
家
政

婦
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
る
。
サ

γ
カ
ー
は
、
故
郷
を
離
れ
て
呑
港

へ
渡
っ
た
白
硫
女
が
、
「
結
奔
姉
妹
」
の
ネ
ヲ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

仕
事
を
見
つ
け
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
相
互
扶
助

グ
ル
ー
プ
が
形
成
し
て
い
く
経
緯
を
描
い
て
い
る
。

サ
ン
カ
ー
に
よ

れ
ば
、
粛
堂
と
は
女
性
た
ち
の
相
互
扶
助
グ
ル
ー
プ
の
延
長
線
上
に

位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
自
流
女
の
生
活
に
安
定
と
金
銭
的

一一一一一一



先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

保
護
、
安
全
、
仲
関
づ
き
あ
い
、
宗
教
的
正
営
性
を
提
供
す
る
も
の

で
あ
っ
た

3
2
E同
居
誌
・

8
N〉。

先
天
道
の
擦
大
と
い
う
観
賭
か
ら
見
れ
ば
、
時
澗
堂
と
い
う
シ
ス
テ

ム
は
末
端
組
織
を
旗
大
す
る
上
で
好
都
合
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
先
天
道
で
は
女
性
た
ち
が
宗
教

的
に
高
い
位
に
つ
き
、
堂
主
と
な
っ
て
驚
堂
を
運
営
す
る
道
が
関
か

(
沼
)

れ
て
い
た
。
ま
た
気
の
合
う
女
性
た
ち
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
購
入

し
た
家
屋
や
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を
改
造
し
、
粛
堂
と
し
て
運
営
す
る

こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。
近
代
康
東
に
お
い
て
先
天
道
の
粛
堂
が
か
く

も
急
速
に
援
大
し
得
た
要
因
の
一
つ
は
ま
さ
に
こ
の
貼
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
自
杭
女
を
含
め
た
単
身
女
性
と
そ
の
経
済
力
、
そ
れ
を
取

り
込
む
粛
堂
と
い
う
シ
ス
テ
ム

さ
ら
に
女
性
た
ち
の
移
動
と
い
う

篠
件
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
天
道
は
虞
東
か
ら
香
港
、
南

洋
へ
と
、
増
殖
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四

香
港
、
南
洋
地
域
へ
の
展
開

rヘ

一、、J
度
東
か
ら
香
港
へ

威
豊
十
年
に
庚
東
に
入
っ
た
先
天
道
は
、
そ
の
後
数
十
年
の
開
に

四

珠
江
デ
ル
タ
地
域
と
寄
北
地
域
に
庚
が
り
、
二
十
世
紀
初
頭
そ
の
流

れ
は
香
港
に
及
ん
だ
。
先
天
道
の
香
港
進
出
は
一
九
一
一
一
年
、
九
龍

(M5 

東
部
の
牛
池
端
門
村
に
設
立
さ
れ
た
高
併
堂
が
最
も
早
い
と
言
わ
れ
て

い
る
(
鄭
、
黄
一
九
九
一
二
日
四
六
)
。

そ
の
後
、
康
東
か
ら
香
港
に
進
出
し
た
主
な
先
天
道
の
系
統
を
三

つ
奉
げ
て
お
こ
う
。
一
つ
は
九
龍
道
徳
舎
龍
慶
堂
(
一
九
二
ハ
、
深
水

捗
〉
の
系
統
で
あ
る
。
龍
慶
堂
は
、
傍
山
成
慶
堂
(
一
九
二
)
や
南

海
豚
一
帯
の
先
天
道
系
結
社
の
総
堂
的
存
在
で
あ
っ
た
紫
洞
善
慶
堂

(
一
九
一
五
)
の
創
立
者
で
あ
る
羅
燈
南
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
。
羅
燈
南
は
、
順
徳
腕
怖
で
善
書
坊
を
附
世
白
ん
で
い
た
談
徳

元
の
も
と
で
入
道
し
、
品
手
と
し
て
南
海
豚
一
帯
の
先
天
道
の
設
展

(お〕

に
寄
興
し
た
。
龍
慶
堂
系
統
の
道
堂
の
特
徴
は
、
早
く
か
ら
理
事
舎

制
度
を
導
入
し
て
組
織
を
公
開
し
、
組
問
外
的
な
慈
善
活
動
に
力
を
注

い
た
黙
に
あ
る
。
一
九
四
八
年
に
は
他
の
道
数
系
結
社
に
先
駆
け
て

呑
港
に
老
人
ホ

1
ム
を
設
立
し
に
は
山
ま
た
一
九
六

0
年
代
に
は
、
青

松
観
や
園
玄
撃
院
等
の
全
員
数
系
の
道
堂
と
協
力
し
、
香
港
道
教
聯

合
舎
の
設
立
に
意
力
し
た
。

二
つ
め
は
、

一
九
二

O
年
、
清
遠
蔵
霞
古
洞
の
朱
翰
亭
に
よ
っ
て



香
港
新
界
粉
嶺
に
設
立
さ
れ
た
蔵
霞
精
舎
で
あ
る
。
蕨
霞
精
舎
は

香
港
・
康
東
の
慈
善
活
動
に
熱
心
な
商
工
界
や
皐
術
界
の
名
士
の
支

持
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
落
成
時
に
は
朱
汝
珍
や
陳
伯
陶
と
い
っ
た

事
術
界
の
名
士
や
、
康
州
の
九
大
善
堂
の
一
つ
潤
身
祉
な
ど
か
ら
数

多
く
の
蓄
や
針
聯
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

第
三
は
新
舎
豚
人
の
洪
事
庸
が
一
九
三
五
年
、
牛
池
湾
に
開
い
た

賓
霞
洞
で
あ
る
。
洪
事
庸
は
清
遠
飛
霞
洞
の
市
首
長
天
を
邸
と
し
て
入

道
し
た
後
、
江
門
に
用
徳
堂
と
い
う
道
堂
を
設
立
し
た
。
ま
た
以
前

か
ら
江
門
に
崇
善
堂
、
高
震
普
院
な
ど
の
善
堂
を
開
設
し
、
贈
開
園
施

索
、
留
醤
、
義
撃
な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
た
。
一
九
三
一
一
一
年
、
政

治
的
な
騒
観
に
ま
き
こ
ま
れ
た
洪
寧
庸
は
日
租
の
H
U
示
に
従
っ
て
、

香
港
に
道
堂
を
開
く
こ
と
を
決
意
し
た
。
賓
霞
洞
の
名
前
は
、
呂
洞

(
幻
)

賓
の
賓
に
ち
な
み
、
旦
ロ
粗
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

香
港
の
道
教
研
究
者
滋
子
安
氏
は
、
香
港
に
お
け
る
先
天
道
系
結

祉
の
展
開
を
概
観
し
た
最
近
の
論
文
の
中
で
、
自
ら
の
費
地
調
査
と

牧
集
し
た
先
天
道
の
刊
行
物
に
基
づ
き
、
香
港
に
お
け
る
先
天
道
系

道
堂
の
数
の
推
移
を
ま
と
め
て
い
る
(
滋
一
九
九
九
日
一

O
四
一

O

五
)
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
六
年
呑
港
に
は
先
天
道
系
の
結
枇
が

先
天
道
嶺
南
道
振
の
展
開

四
十
九
ケ
所
あ
り
二
九
六
八
年
に
は
七
十
二
ケ
所
に
惜
唱
え
て
い
る
。

先
天
道
の
結
社
が
増
加
し
た
一
九
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
の
時
期

自
椛
女
の
世
代
が
ち
ょ
う
ど
老
齢
期
に
さ
し
か
か
り
、
「
阿

と
Ii. 
婿
」
を
や
め
て
老
後
を
ど
こ
で
、
過
ご
す
か
を
考
え
始
め
た
時
期
で
も

あ
る
。
新
し
く
設
立
さ
れ
た
先
天
道
系
結
社
の
中
に
は
、
単
身
女
性

が
複
数
で
金
を
出
し
合
っ
て
設
立
し
た
小
規
模
な
粛
堂
も
含
ま
れ
て

、割目。
‘Uφ
ι
ド

(一一〉

南
洋
へ
の
展
開

最
後
に
、
庚
東
の
先
天
道
の
南
洋
展
開
と
そ
れ
を
推
し
進
め
た
人

々
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
先
天
道
嶺
南
道
汲
の
南
洋
展
開
が

始
ま
っ
た
正
確
な
年
代
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
筆
者

の
手
元
に
あ
る
資
料
を
見
る
限
り
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
飛
霞

洞
の
創
立
者
委
長
天
が
光
緒
末
年
に
南
洋
に
赴
き
、
布
教
活
動
を
行

っ
た
と
い
う
記
録
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
褒
長
天
は
そ
の
後
一

九
二
七
年
に
も
甥
の
褒
泰
開
と
と
も
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ

1
シ

ア
に
飛
霞
精
舎
を
始
め
と
す
る
粛
堂
を
開
設
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
粛
堂
は
、
蛍
時
香
港
経
由
で
こ
れ
ら
の
地
域

に
出
稼
ぎ
に
出
た
多
く
の
単
身
女
性
た
ち
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

五



先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

い
っ
た
。
ま
た
年
を
と
っ
て
仕
事
を
や
め
た
女
性
が
資
金
を
出
し
、

自
ら
粛
堂
を
創
立
す
る
ケ

l
ス
も
多
く
見
ら
れ
た
(
吋
。
1
3
H可
児

の
円
喝

H
E
3
0

県議
出こ
身の
の他
曾
道先
洗天

毒害
事南

平:普
五教

曾会
i邑た

dt貢
は献
梅を
南し
のた
京人
風物
坪に
道梅

院
で
入
道
し
た
後
天
恩
の
位
を
授
か
り
、
宣
議
善
化
に
務
め
る
と
と

も
に
、
道
友
と
と
も
に
荒
地
の
開
墾
に
力
を
注
い
だ
。

一
九
四

0
年

代
初
頭
に
は
、
梅
燃
の
呂
一
帝
廟
に
附
属
す
る
庚
済
善
堂
の
運
営
に
携

わ
っ
た
。
一
九
四
三
年
先
天
道
重
慶
総
舎
長
と
な
り
、
一
九
五
四
年

に
東
南
ア
ジ
ア
各
閣
を
歴
訪
し
、
布
教
活
動
に
力
を
注
い
山
崎
山

信
道
洗
は
一
九
三

O
年
、
梅
燃
に
あ
る
梅
江
大
橋
の
建
設
の
た
め

の
資
金
調
達
に
奔
走
し
た
際
、
海
外
、
特
に
南
洋
華
僑
か
ら
多
く
の

寄
付
を
集
め
た
経
験
が
あ
日
山
南
洋
華
僑
と
の
つ
な
が
り
は
こ
の
時

か
ら
既
に
培
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
九
五
四
年
の
南
洋

観
察
で
は
、
曾
遊
沈
は

ん
、
イ
ポ

1
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ

1

モ
I
リ
シ
ャ
ス
を
ま
わ
り
、
先
天
道
の
結
社
だ
け
で

な
く
嘗
地
の
傍
数
舎
や
中
華
事
校
、
華
一
商
線
舎
な
ど
も
訪
問
し
て
い

る
。
南
洋
へ
の
布
教
は
、
裕
福
な
南
洋
華
僑
か
ら
の
寄
付
を
募
る
手

ム

ノ、

段
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
曾
道
洗
の
も
と
で
布
教
活
動
に
携
わ
り
、
後
に
南
洋
先
天
傍

数
綿
舎
や
呑
港
先
天
道
舎
総
合
の
主
席
と
な
っ
た
江
道
混
(
慧
光
)

も
、
南
洋
布
教
に
貢
献
し
た
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
。

九

年

康
東
省
普
寧
勝
の
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
た
江
道
訟
は
、
母
親
が
普

寧
豚
の
あ
る
先
天
道
系
の
結
社
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
自
ら
も
入
道
を
決
意
し
た
。

一
九
四
五
年
、
紫

金
燃
の
三
州
堂
(
紫
霞
洞
〉
で
雪
道
洗
と
出
曾
い

命
を
受
け
て
一
隅

建
へ
赴
い
た
。

一
九
四
九
年
か
ら
は
、

し

ゃ
泊:

て
タ

イ
t亡

善
"'" 去と
を
設
立
しカ
アニ31ン
。)ボ

ジ

ア

タ
イ
を
歴
訪

一
九
六
六
年
、
バ
ン
コ
ク
に
設
立
さ
れ
た
南
洋
先
天
併
教
総
舎

は
、
タ
ィ
、
蓋
湾
、
香
港
、
漢
門
、
ピ
ル
マ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド

シ
Y
ガ
ポ
ー
ル
、

ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、

モ
I
リ
シ
ャ
ス
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
一
帯
の
先
天
道
の
傍
堂
三
百
品
開
を
統
一
括
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
南
洋
先
天
併
教
総
舎
の
設
立
に
は
、
タ
イ
の

高
信
、
華
僑
商
舎
、
中
華
舎
館
、
潮
州
、
客
家
、
海
南
な
ど
各
地
方

の
舎
館
、
各
豚
の
同
郷
曾
な
ど
、

ょに。

タ
イ
の
華
入
社
舎
の
支
持
が
あ
っ



曾
道
洗
は
客
家
、
江
道
訟
は
潮
州
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
察

さ
れ
る
よ
う
に
、
南
洋
地
域
へ
の
披
大
に
と
り
わ
け
大
き
く
貢
献
し

た
の
は
客
家
や
潮
州
人
の
信
徒
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
タ
イ
に
設
立

さ
れ
た
先
天
道
系
併
堂
の
創
立
者
は
、
潮
州
府
掲
陽
際
、
並
日
寧
懸
、

(
田
)

潮
陽
勝
な
ど
の
出
身
者
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
早
く
か
ら
タ
イ

へ
の
移
民
を
送
り
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
江
道
滋
ら
先
天
道

の
指
導
者
屠
は
、
移
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
的
、
経
済
的
ネ
ッ

ト
ヮ

l
p
を
利
用
し
な
が
ら
各
地
に
併
堂
を
設
立
し
て
い
っ
た
と
見

ら
れ
る
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
先
天
道
嶺
南
道
波
の
慶
東
・
香
港
・
南
洋
へ
の
援
大

の
経
緯
を
辿
り
、
そ
の
中
か
ら
主
要
な
結
社
に
焦
黙
を
あ
て
、
そ
の

携
い
手
、
思
想
、
活
動
等
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
最
後
に
、
以

上
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
近
代
債
東
に
お
い
て
先
天
道
が
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
念
速
か
つ
康
範
聞
に
披
大
し
得
た
の
か
に
つ
い
て
整
理
し

て
み
た
い
。

ま
ず
、
男
性
の
指
導
者
層
か
ら
見
て
い
く
と
、
そ
の
多
く
が
商
人
、

先
天
遁
嶺
南
道
振
の
展
開

醤
師
、
数
師
、
郷
紳
な
ど
で
あ
り
、
比
較
的
裕
一
瞬
で
教
育
程
度
の
高

い
階
層
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
三
教
の
数
え
を
「
園

中
園
固
有
の
俸
統
文
化
の
復
興
を
目
指
す
保
守
性

粋
」
と
呼
び
、

ι、
近
代
的
な
教
養
や
新
し
い
科
挙
技
術
に
濁
し
て
強
い
関
心
を
寄

せ
る
革
新
性
を
併
せ
持
っ
た
知
識
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
先

天
道
以
外
の
宗
数
結
社
や
善
堂
の
運
替
に
携
わ
る
な
ど
、

え
」
寺
小
山
『
t
tふ

な
宗
数
慈
善
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
一
商
責
や
布
教
の
目
的

で
各
地
を
巡
り
、

訪
れ
た
先
々
で
各
界
の
人
土
と
交
流
を
持
つ
こ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
庚
げ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
清

末
か
ら
民
園
期
に
か
け
て
の
康
東
に
お
け
る
先
天
道
の
急
速
な
讃
大

と
に
よ
っ
て
、

は
、
主
た
る
携
い
手
と
な
っ
た
一
商
人
や
知
識
人
た
ち
の
、
こ
う
し
た

地
域
を
越
え
た
商
業
、
事
術
、
教
育
、
宗
教
、
慈
善
界
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
庚
東
か
ら
呑
港
、
南
洋
各
地
に
及
び
、
先
天
道
抜
大
の
基
盤
を

築
い
た
と
言
え
よ
う
。

一
方
女
性
信
徒
の
観
貼
か
ら
見
た
場
合
、
遡
れ
ば
羅
教
の
時
代
か

ら
、
調
動
、
観
音
、
暗
唱
池
金
母
と
い
っ
た
女
性
一
脚
を
崇
奔
し
、
ま
た

作
成
さ
れ
た
賓
巻
や
善
書
の
中
に
は
特
に
女
性
の
救
済
を
目
的
と
し

七



先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
先
天
道
は
女
性
に
強
く
ア

ピ
I
ル
す
る
内
容
を
含
ん
で
い
た
。
だ
が
、
女
性
た
ち
が
先
天
道
に

入
道
し
た
直
接
的
な
理
由
は
、
先
天
道
が
「
生
養
死
葬
」
を
保
設
す

る
驚
堂
と
い
う
形
態
を
と
り
、
女
性
信
徒
を
堂
主
と
し
て
需
用
堂
を
運

描
画
す
る
道
を
開
い
て
い
た
と
い
う
踏
に
あ
る
と
考
え
る
。
先
天
道

は
、
驚
堂
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
還
し
て
自
流
女
を
始
め
と
す
る
皐
身

女
性
た
ち
を
取
り
込
み
、
女
性
た
ち
の
義
姉
妹
関
係
や
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
相
互
扶
助
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
末
端
組
織
を
増
殖
し
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
近
代
康
東
・
香
港
・
南
洋
に
お
け
る
先
天
道
の
念
速
か

つ
康
範
園
に
わ
た
る
擁
大
は
、
こ
う
し
た
男
性
信
徒
と
女
性
信
徒
の

そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
経
済
力
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
九
七

0
年
代
以
降
の
先
天
道
は
、
各
堂
を
統

合
す
る
高
位
の
指
導
者
層
を
失
い
、
新
し
い
信
徒
を
獲
得
で
き
な
い

ま
ま
祉
舎
の
念
激
な
獲
化
の
中
で
取
り
残
さ
れ
て
い
く
。
近
年
は
信

徒
の
高
齢
化
と
後
縫
者
の
不
在
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
斎
堂
が
後
を
絶

た
ず
、
一
九
六

0
年
代
に
は
七
十
あ
っ
た
斎
堂
は
、
一
九
九
九
年
に

/¥ 

は
四
十
数
ケ
所
に
減
少
し
た
(
滋
一
九
九
九
二

O
六)。

最
後
に
今
後
の
課
題
を
二
つ
奉
げ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
清
代

主
阿
蓮
教
の
分
波
の
中
に
は
、
羅
教
の
停
統
を
受
継
ぎ
、
強
い
終
末
穣

や
彼
岸
的
な
救
済
思
想
を
持
つ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
筆
者
が
牧
集

し
た
嶺
南
道
振
の
文
献
を
見
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
希
薄
で

あ
る
。
嶺
南
道
一
次
の
教
義
や
活
動
が
、
他
の
地
域
や
時
代
の
無
策
金

丹
道
、
青
蓮
数
の
分
汲
|
た
と
え
ば
同
善
社
や
蓋
婦
問
の
粛
教
な
ど

i

と
比
較
し
て
い
か
な
る
特
徴
を
持
つ
の
か
、
ま
た
そ
こ
に
は
ど
の
よ

う
な
時
代
的
、
地
域
的
要
因
が
作
用
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
問
題

は
、
近
代
由
民
東
に
お
け
る
先
天
道
嶺
南
道
波
の
横
大
要
因
を
考
え
る

上
で
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

第
二
は

冒
頭
で
鰯
れ
た
道
教
の

近
代
化
に
関
連
す
る
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
も
一
部
紹
介
し
た
よ
う

に
、
飛
霞
洞
関
連
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
近
代
西
洋
文
明
」
や
「
科
事
」

の
屋
倒
的
優
勢
な
時
代
に
お
い
て
、
香
港
・
庚
東
と
い
う
先
進
地
域

の
知
識
人
道
教
徒
が
、
「
道
皐
」
や
「
修
養
」
の
債
値
を
い
か
に
再

認
識
し
、
新
た
な
意
味
付
け
を
施
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を

考
え
る
上
で

さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
を
輿
え
て
く
れ
る
。
今
後
は
よ
り

網
羅
的
な
資
料
の
解
讃
を
行
い
、
先
天
道
嶺
南
道
波
の
理
念
を
近
代



の
思
想
史
的
潮
流
の
上
に
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

註(1
)

慶
州
宗
教
志
編
纂
委
員
曾
編
『
慶
州
宗
教
士
山
』
康
東
人
民
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、
一
。
八
頁
。

ハ
2
〉
隊
問
昨
観
は
、
葛
洪
が
輯
闘
っ
た
羅
浮
北
庵
の
地
に
康
際
年
開
設
立
さ
れ

た
道
場
を
前
身
と
し
て
設
展
し
た
が
、
同
治
年
開
荒
践
し
つ
つ
あ
っ
た

と
こ
ろ
を
、
『
長
春
道
教
源
流
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
陳
銘
珪
が

住
持
と
し
て
入
り
、
資
金
を
募
っ
て
復
興
さ
れ
た
。
清
末
の
蘇
穆
観
の

隆
盛
に
つ
い
て
は
〔
志
賀
一
九
九
九
日
一
七
八
〕
を
参
照
せ
よ
。

(
3
〉
一
般
に
風
光
明
婚
な
山
聞
に
建
て
ら
れ
た
大
規
模
な
施
設
は
「
仙

館
(
観
)
」
、
街
中
の
小
規
模
な
も
の
は
「
道
裳
(
道
壇
)
」
、
喫
粛
を
旨

と
し
、
女
性
信
徒
が
多
く
暮
ら
す
施
設
は
「
資
堂
」
と
呼
ば
れ
た
。

(

4

)

先
天
道
嶺
南
波
の
道
統
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
に
は
、
現
在
筆

者
が
入
手
し
て
い
る
も
の
に
限
れ
ば
、
『
道
脈
拍
脚
源
流
正
本
』
(
呑
江
新

界
桃
源
洞
梧
桐
山
人
田
部
部
序
二
九
二
四
年
)
と
『
賓
霞
叢
録
』
(
賓

震
洞
創
立
者
洪
拳
庸
序
、
一
九
四
九
年
)
が
あ
る
。

(

5

)

晶
国
道
洗
「
蕨
震
古
澗
源
流
紀
略
」
『
大
道
』
(
香
港
先
天
道
曾
)
第
一
一

期
、
一
九
五
七
年
、
一
一
一
一
一
|
一
一
一
一
一
一
頁
。
向
資
料
は
波
子
安
民
の
ご
好
意

に
よ
り
複
潟
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ハ
6
)

「
蕨
霞
古
洞
誌
序
」
朱
汝
珍
他
編
『
蔵
霞
集
』
巻
一
、
=
一
八
頁
o

『蕨

震
集
』
は
三
巻
か
ら
成
る
が
、
筆
者
が
入
手
し
た
の
は
一
巻
の
み
。
編

者
朱
汝
珍
は
清
遠
回
師
出
身
の
元
進
士
。
一
九
一
一
一

O
年
か
ら
呑
浴
に
居
住

先
天
道
嶺
南
道
波
の
展
開

九

し
、
香
港
大
皐
教
授
、
孔
敬
摩
院
院
長
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、

六
年
に
南
洋
に
赴
き
孔
教
の
宣
揚
に
力
を
注
い
だ
。

(

7

)

骨
這
洗
「
陳
昌
賢
先
生
俸
略
」
『
大
道
』
第
一
一
期
、
一
九
五
七
年
、

二
九
頁
。
字
文
「
紫
霞
洞
概
述
」
『
大
道
』
創
刊
鋭
、
一
九
五
六
年
、

二
七
頁
。

(

8

)

張
関
文
「
故
主
持
委
長
天
先
生
行
述
」
『
飛
霞
洞
士
山
』
第
二
巻
、
一

九
=
二
年
、
二
七
|
三
七
頁
。
二
一
水
勝
地
方
志
編
纂
委
員
曾
編
『
コ
マ
水

豚
志
』
廉
東
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
二
二
一
三
頁
。

(

9

)

「
仙
観
」
と
呼
ば
れ
る
宗
数
慈
善
結
枇
の
中
に
は
、
呂
租
を
祖
師
と

し
て
肥
る
全
員
数
系
の
結
社
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
が
、
全
員
数
系
の

仙
相
閣
は
先
天
道
系
と
異
な
り
、
男
性
し
か
入
道
を
認
め
な
い
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
。

(
日
〉
「
事
略
」
『
飛
震
洞
士
山
』
巻
一
、
二
四
1
二
八
頁
。

(
日
)
張
関
文
「
綿
序
後
政
」
『
飛
霞
洞
首
位
下
集
、
巻
四
、
八
四
頁
。

(
ロ
)
何
廷
薄
「
桐
袋
詰
序
ご
「
飛
霞
洞
誌
』
上
集
、
巻
一
、
六
回
頁
。

(
路
)
何
廷
瑳
「
園
粋
雑
誌
設
刊
詞
」
『
園
粋
雑
誌
』
第
一
鏡
、
香
港
文
明

書
局
、
一
九
二
三
年
、
九
頁
。

(
日
比
)
「
丙
寅
年
三
数
総
昼
曾
啓
事
」
『
図
粋
雑
誌
』
第
四
O
抽
出
、
香
港
文
明

書
局
、
一
九
二
六
年
。

ハ
日
〉
漏
其
熔
は
香
港
の
儒
数
園
慢
の
一
つ
中
華
聖
教
組
曾
(
一
九
二
ハ
年

創
立
)
の
初
代
曾
長
で
あ
り
、
粉
嶺
軒
猿
租
洞
の
創
設
者
で
も
あ
っ

た。

(
叩
山
〉
何
廷
薄
「
種
植
経
済
論
」
『
飛
霞
洞
士
山
』
巻
二
、
八
六
頁
。

九



先
天
道
嶺
南
道
振
の
展
開

(
ロ
〉
向
右
、
八
三
八
四
頁
。

mm〉
な
お
農
業
重
硯
は
飛
震
洞
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば

香
港
に
設
立
さ
れ
た
賓
霞
洞
の
洞
務
規
定
に
は
「
庶
務
」
「
経
生
」
な

ど
と
並
ん
で
、
す
べ
て
の
種
植
に
関
す
る
事
務
を
扱
う
「
農
務
」
と
い

う
役
職
が
あ
っ
た
。
ま
た
呑
港
粉
嶺
に
あ
る
綴
霞
精
舎
の
信
者
の
話
に

よ
れ
ば
、
戦
前
は
農
業
で
自
活
し
て
い
た
と
い
う
。

(
四
)
何
廷
積
「
養
老
慈
善
議
」
『
飛
霞
洞
士
山
』
巻
二
、
八
七
九
一
頁
。

円
相
川
)
『
観
音
済
度
本
願
員
経
上
下
巻
』
(
威
豊
本
〉
、
王
見
川
・
林
高
停
縞

守
明
清
民
閲
宗
教
経
巻
』
第
九
巻
、
新
文
盟
出
版
公
司
、
一
九
九
九
年
、

四
八
一

l
五
三
六
頁
。

(
氾
)
庚
東
年
鑑
編
纂
委
員
曾
編
『
庚
東
年
鐙
L

、
一
九
四
二
年
、
天
一
六

七
ー
一
六
八
頁
。

(
忽
)
先
天
遁
に
は
信
者
の
修
養
の
段
階
に
態
じ
て
昇
格
す
る
位
階
制
度
が

あ
っ
た
。
最
高
位
の
「
十
地
」
(
ま
た
は
「
家
長
」
)
は
一
つ
の
区
(
数

省
を
ま
と
め
て
一
匡
と
す
る
)
の
道
務
を
管
轄
す
る
。
そ
の
下
は
「
頂

航
」
「
保
恩
」
「
天
恩
」
「
護
道
」
と
績
き
、
「
天
恩
」
以
上
の
位
に
つ
け

ば
弟
子
を
と
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
女
性
の
最
高
位
は
「
保

恩
」
ま
で
と
さ
れ
た
。
(
『
大
道
』
第
二
期
、
一
九
五
七
年
、
六
頁
、

4
8
-
4
巴
由
同
日
臼
豆
、
及
び
信
徒
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ

く)ロ

(
お
)
筆
者
が
二

O
O
一
年
春
に
訪
ね
た
銅
源
洞
(
香
港
新
界
大
捕
)
と
い

う
費
堂
は
、
一
九
七
一
年
、
十
数
人
の
自
統
女
た
ち
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
。
住
持
は
番
同
豚
出
身
の
女
性
(
現
在
八
三
歳
)
で
、
先
天
道
に

四
0 

は
番
高
際
に
い
る
と
き
か
ら
銃
に
入
選
し
て
い
た
と
い
う
。

(
川
品
〉
寓
傍
堂
は
香
港
で
し
ば
ら
く
阿
娠
を
し
て
い
た
南
海
豚
西
樵
出
身

の
女
性
信
徒
が
中
心
と
な
り
、
数
人
の
仲
間
と
と
も
に
設
立
さ
れ
た

〔斗

0
1
4
除
国
主
語
忌
∞
∞
川
区
印
〕
。

(
お
)
傍
山
に
お
け
る
先
天
道
系
結
祉
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
元
信
徒
の
回

想
録
で
あ
る
医
瑞
芝
「
傍
山
先
天
道
内
幕
」
『
傍
山
文
史
資
料
』
第
九

輯
、
一
九
八
九
年
に
詳
し
い
。

(

M

m

)

梁
少
仮
「
安
老
院
十
週
紀
念
及
新
宿
落
成
閉
幕
詞
」
『
大
道
』
第
二

期
、
一
九
五
七
年
。

〈
幻
)
『
賓
霞
叢
録
』
一
九
四
九
年
、
六
|
七
頁
。

(

m

A

)

「
骨
漢
南
道
長
事
蹟
」
『
大
道
』
創
刊
現
、
一
九
五
七
年
、
七
l

十、

二
O
頁。

(

m

)

梅
州
市
地
方
誌
編
纂
委
員
曾
編
『
梅
豚
建
築
梅
江
橋
徴
信
録
』
(
一

九
三
四
年
)
、
一
九
九
二
年
重
刊
本
。

(
鈎
)
「
南
遊
鮎
満
」
ヱ
人
選
』
創
刊
鏡
、
二
五
|
一
一
六
頁
。

(
む
)
江
慧
光
「
自
述
」
『
泰
園
先
天
傍
数
俸
玄
集
」
一
九
六

O
年
、
二
一

八
l
一
三
三
頁
。

(
m
M
)

「
南
洋
先
天
例
数
総
曾
開
幕
紀
念
刊
』
一
九
六
六
年
。
同
資
料
は
溌

子
安
兵
の
ご
好
意
に
よ
り
複
寓
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
F
イ
に
庚

が
っ
た
先
天
道
系
結
社
の
現
扶
に
つ
い
て
は
[
林
一
九
九
六
〕
に
詳
し

(
お
)
『
泰
図
先
天
傍
数
停
玄
集
』
の
各
堂
の
紹
介
を
参
照
。
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n
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R
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。
志
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、
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誌
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な
q
h
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H
F
d
B
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印
E
ロ
向
。
己
目
的
E
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C
E
a

付
記
:
本
稿
が
依
援
す
る
資
料
は
主
と
し
て
、
一
九
九
九
年
八
月
か
ら
二

O

O
一
年
三
月
ま
で
の
閲
に
断
績
的
に
行
っ
て
き
た
香
港
、
庚
東
道
教
の

歴
史
と
現
状
に
闘
す
る
現
地
調
査
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
は
文
部
科
皐
省
科
皐
研
究
費
補
助
金
(
奨
駒
研
究
A
「九

0
年
代

中
園
康
東
省
の
宗
教
復
興
に
み
る
停
統
と
創
造
|
『
グ
レ

I
F
l
香
港
』

の
形
成
と
関
連
し
て
」
〉
の
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
。
調
査
に
世
間
し
、

お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
射
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま

た
香
港
城
市
大
皐
の
滋
子
安
氏
に
は
、
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
氏
が
牧

集
し
た
先
天
道
関
連
の
文
献
を
多
数
複
罵
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ

に
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。


